
投票日 月 日㈰ 午前7時から午後8時まで82

（期日前投票ができる日時は期日前投票所によって異なります。詳しくは区市町村選挙管理委員会のお知らせ等でご確認ください。）

・期日前投票期間　1月28日（水）～2月7日（土）　午前8時30分から午後8時まで
　仕事やレジャーなどで投票日に行けない方は、期日前投票ができます。
　急な総選挙の実施により、投票所入場券の発送の遅れが見込まれています。

・期日前投票所　お住まいの区・市役所、町・村役場やその出張所など
　※最高裁判所裁判官国民審査は2月1日（日）からです。
東京都第 14 区に属する区域
◎墨田区の全域
◎江戸川区の次の地域
本庁管内
中央４丁目、松島１丁目～４丁目、東小松川１丁目～４丁目、西小松川町、興宮町、上一色１丁目～３丁目、本一色１丁目～３丁目
江戸川区小松川事務所管内
江戸川区小岩事務所管内

令和8年2月8日執行

衆議院（小選挙区選出）議員選挙公報（東京都第　区）
東京都選挙管理委員会

14

（この選挙公報は、公職選挙法（昭和25年法律第100号）第169条第３項の規定により、候補者から提出された原稿をそのまま製版の上掲載したものです。）
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投票方法
「小選挙区選出議員選挙」と「比例代表選出議員選挙」があります。
◇小選挙区選出議員選挙　→　「候補者氏名」を記載
◇比例代表選出議員選挙　→　「政党等の名称」を記載

投票日 月 日㈰ 午前7時から午後8時まで82

（期日前投票ができる日時は期日前投票所によって異なります。詳しくは区市町村選挙管理委員会のお知らせ等でご確認ください。）

・期日前投票期間　1月28日（水）～2月7日（土）　午前8時30分から午後8時まで
　仕事やレジャーなどで投票日に行けない方は、期日前投票ができます。

　急な総選挙の実施により、投票所入場券の発送の遅れが見込まれています。
　なお、投票所入場券がなくても、選挙人名簿に登録されている本人であることが
確認できれば、投票が可能です。
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自民党政治を根本から変える

【略歴】１９８１年、墨田区本所３丁目生まれ。
外手小、●本所中、向島商業高卒。●生活
相談に丁寧に応える党区議の姿勢に「困っ
ている人の役に立てるようになりたい」と
日本共産党に入党。●２００７年から区議４
期１６年●趣味は空手、読書、園芸

国民のためにブレずに働きますあなたの１票を

44

●給料あげ、格差の是正を●１日７時間労働でゆとりある生活を●消費税は廃止をめざし５％●医療・
介護の充実●大企業と富裕層への税の優遇を正すことと、軍事費の削減で年間３０兆円の財源つくる

●大軍拡を中止し予算を暮らしに●集団的自衛権行使容認の閣議決定と安保法制の廃止●日中関係の
打開へ徹底した対話の外交を●核兵器禁止条約への参加、非核三原則を守り抜く

●男女賃金格差の是正●選択的夫婦別姓の実現●同性婚の法制化●「生理の貧困」根絶●多文化共生
社会の実現●非正規・ケアワーカーの賃上げ●教育費無償化進める●気候危機打開・脱原発

とお書き
ください

HP

大株主・大企業の
利益最優先ヤメ

「力の支配」ふりかざす
アメリカ言いなりをやめ

差別と排外主義を許さず、ジェンダー平等など

くらし 物価高騰から暮らし守る

裏金問題、統一協会との癒着。戦争国家づくりの大軍拡

外交の力で平和をつくる

すべての個人が尊重される社会に

平 和

人権

　「給料が増えない」「家賃が高い」「食費・水光熱費の負担が
重い」異常な円安、物価高で生活は限界です。暮らし・いのちを
大切にする政治が必要です。
　いま日本の政治には、右へ右へという動きがあります。自民党
政治の中身を “丸のみ”した「中道改革連合」も、そのひとつです。
日本共産党は、この危険な流れに立ち向かいます。自民党政治を
変える。ブレずに働く日本共産党・原努へ一票を託してください。

比例
代表は
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変える。ブレずに働く日本共産党・原努へ一票を託してください。
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